
 
 

 
 

２０１8  SUPER  FORMULA 
JMS P.MU / CERUMO・INGING Race Report 

第 2 戦 オートポリス  

◆ 5 月 12 日 (土)  < 予選 > 天候：晴れ ｜ コース状況：ドライ 

＃１ 石浦 宏明 9 位 ／ #２ 国本 雄資 15位 
 

全日本スーパーフォーミュラ選手権第 2 戦がオー

トポリスで開催された。12日には公式予選が行わ

れ、JMS P.MU／CERUMO･INGING の 2台は、

石浦宏明が 8 位と同タイムながらアタックのタイ

ミングの違いから 9 位となり Q3 進出ならず。国

本雄資も100分の2秒差でQ2進出を逃し15位

となった。 

 
 開幕戦・鈴鹿から 3週間のインターバルを経て、オートポリスを舞台に迎える第 2戦。2014 年以降の 3大
会(震災の影響により 2016 年は未開催)はシーズン後半の秋ごろに行われていたが、4年ぶりに九州での初夏の
開催となった。事前テストもなかったため、新スペックのソフトタイヤでオートポリスを走行するのは、この
週末が初めてになる。11 日(金)の専有走行では、石浦が 5番手、国本が 12 番手タイムを記録。12 日(土)の午
前中におこなわれた、予選前、最後のセッションとなるフリー走行では、タイヤセット数の関係で数名のドラ
イバーがソフトタイヤでのアタックシミュレーションを避けるなか、石浦がセッションの終盤にソフトタイヤ
でアタックし 7番手タイムに。国本は 13 番手タイムで予選を迎えることになった。 
 
 気温 24℃、路面温度 38℃というコンディションで公
式予選が開始された。まずはミディアムタイヤで争われ
る Q1。いちばんピットロードの出口に近い位置にピッ
トを構える JMS P.MU／CERUMO･INGING の 2 台は
真っ先にコースイン。それぞれコースインラップ、ウォ
ームアップを経て石浦が 1 分 28 秒 958、国本が 1 分
29 秒 707 をマークして、暫定 15 番手、17 番手でセ
ッション前半を終えた。全車がいったんピットに戻り、
ニュータイヤに履き替えて後半のアタック合戦が始ま
った。残り時間が 7分を指したところで、ふたたび JMS 
 



 
 

 
 P.MU／CERUMO･INGING の 2 台が先頭となって続々とコースへと向かっていった。先頭でアタックに入っ
た石浦は、1分 27 秒 408 で暫定トップに。続いてコントロールラインを通過した国本が 1分 27 秒 570 で続
いた。その後各車がベストタイムを更新していった結果、石浦は 8 番手で Q1 突破に成功。国本もセッション
終盤まで Q1 突破圏内の 14 番手につけていたが、最後にアタックに入ったマシンが国本のタイムを僅か 0.02
秒上回って 14 位に滑り込んだため、国本は 15 位で Q2 進出を逃すこととなった。 
 
 ソフトタイヤでのアタックになる Q2。セッション開始と同時に全車がアタックに向かった Q1 とは一転し、
開始後も暫くは全車がピットでタイミングを見計らう。1 分半が過ぎたあたりで数台が続けてコースインして
いくなか、石浦はピットに待機し、残り時間が 3 分半になったところでコースへと向かっていった。まずはタ
イヤに熱を入れ、計測 2周目で 1分 26 秒 476 という、5号車の野尻選手と 1000 分の 1秒まで全く同じタイ
ムを記録。しかし、同じタイムを記録した場合、先にタイムを出した選手の順位が上にくるため、5号車の下、
暫定 5 番手につける。あとは他のドライバーのタイムアタックを見守ることになったが、4 台が石浦のタイム
を上回ったことで、8番手と同タイムながらも最終的には 9番手となり、惜しくも Q3進出は叶わなかった。 
 
 明日の決勝は朝から雨の予報となっており、順位が大きく変動する可能性も多い。チーム一丸となって 9 番
グリッド、15 番グリッドから 2台揃っての上位進出を狙う。 
 
 

ドライバー／#1 石浦 宏明 
「他のマシンの真後ろでコースインしたのですが、ウォ
ームアップのペースが僕と相手とで違ったようで、思っ
たようにタイヤに熱を入れられませんでした。その影響
でセクター1があまり良くなく、結果的に8番手と1000
分の 1 秒まで同タイムになり、Q3 進出を逃してしまっ
たのは残念です。明日は雨だそうですが、この苦しい展
開の中でもなんとかポイントを持ち帰れるように頑張り
たいと思います」 

 
 ドライバー／#2 国本 雄資 
「ウォームアップの周に、コースインのタイミングが
違ったマシンに引っかかってしまい、タイヤへの熱入
れも、アタックラップも完全ではありませんでした。
これだけの接戦の中で、(引っかかったことが)どれぐ
らい影響しているのかは分かりませんが、クルマとし
てもあまり決まってはいないので、状況としても厳し
い予選でした。明日は雨のレースですから、得意のス
タートを決めて、1コーナーまでにポジションを上げ
たいと思います」 
 



 
 

 
監督／立川 祐路 
「Q1 から非常に僅差の戦いになり、国本が 100 分の 2秒差で
Q2進出を逃すことになりました。トップとの差は 0.5 秒程度と、
それほど大きくはないのですが、それだけに、ほんのちょっと
の差が大きく響く予選になりました。石浦に関しても、Q2は計
時上では 8 番手と同タイム。2 台とも、本当に僅かの差で残念
な結果になりましたが、明日に関しては雨の予報が出ていて、
状況が変わると思っています。今年まだ誰もウェットコンディ
ションでの走行は経験していないし、ドライのレースよりはオ
ーバーテイクも生まれると思うので、決勝までの短い時間でう

まくクルマを仕上げて、レースで挽回できるように頑張ります」 
 
 総監督／浜島 裕英 
「今回コースレコードが更新されましたが、そのタイムを見ると
我々としても、まだ今一つ仕上がりが足りなかったですね。今回の
予選はいつも以上に接戦で厳しい戦いでしたから、クルマとドライ
バーの微妙なマッチングで残念な結果になりました。今日の結果は
真摯に受け止め、明日は気持ちを切り替えます。フリー走行でクル
マをきちんと仕上げればチャンスはあると思いますので、頑張って
いきたいと思います」 

 

 

【正式予選結果】(上位 10 台抜粋) 

Pos. No. Driver Type Car Q3 Q2 Q1 

1 20 平川 亮 TOYOTA R14A ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14 R 1’25.937 R 1’26.113 1’27.136 

2 5 野尻 智紀 Honda HR-417E DOCOMO DANDELION M5S SF14 R 1’26.038 1’26.476 1’27.360 

3 6 松下 信治 Honda HR-417E DOCOMO DANDELION M6Y SF14 1’26.226 1’26.292 1’27.218 

4 3 N・キャシディ TOYOTA R14A ORIENTALBIO KONDO SF14 1’26.296 R 1’26.110 1’27.379 

5 65 伊沢 拓也 Honda HR-417E TCS NAKAJIMA RACING SF14 1’26.590 1’26.324 1’27.053 

6 19 関口 雄飛 TOYOTA R14A ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14 1’26.625 1’26.426 1’27.509 

7 16 山本 尚貴 Honda HR-417E TEAM MUGEN SF14 1’26.714 1’26.292 1’27.123 

8 18 小林 可夢偉 TOYOTA R14A KCMG Elyse SF14 1’26.732 R 1’25.799 1’27.513 

9 1 石浦 宏明 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14  1’26.476 1’27.408 

10 4 山下 健太 TOYOTA R14A ORIENTALBIO KONDO SF14  1’26.554 1’27.518 

15 2 国本 雄資 TOYOTA R14A JMS P.MU/CERUMO･INGING SF14   1’27.570 

 


